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問い合わせ先／役場総務課情報防災係☎４８２‐２９１２（課直通）

防災ワンポイントコーナー

　

訓
練
に
は
、
川
湯
駅
前
、
川
湯
温

泉
ま
ち
、川
湯
第
三
、川
湯
敷
島
町
、

川
湯
跡
佐
登
、
川
湯
温
泉
み
ど
り
の

各
自
治
会
の
皆
さ
ん
80
人
と
川
湯

中
学
校
の
生
徒
・
教
職
員
34
人
が
参

加
。ま
た
、
役
場
や
弟
子
屈
警
察
署
、

弟
子
屈
消
防
署
川
湯
支
署
、
川
湯
消

防
団
、
陸
上
自
衛
隊
第
27
普
通
科
連

隊
、北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
釧
路
事
業

所
中
標
津
販
売
課
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

―
北
海
道
釧
路
支
店
な
ど
か
ら
の

参
加
者
を
合
わ
せ
て
、
総
勢
２
４
１

　

町
で
は
10
月
２
日
、
川
湯
駅
前
交

流
セ
ン
タ
ー
と
川
湯
中
学
校
で
、
硫

黄
山
が
水
蒸
気
噴
火
し
た
と
の
想
定

で
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
日
の
低
気
圧
通
過
の
影
響
で

強
風
が
続
い
た
た
め
、
陸
上
自
衛
隊

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
参
加
で
き
な

い
な
ど
計
画
の
一
部
変
更
が
あ
り

ま
し
た
が
、
大
き
な
問
題
も
な
く
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
、
釧
路
総
合
振
興
局
か

ら
「
硫
黄
山
が
水
蒸
気
噴
火
し
た
」

と
の
連
絡
が
入
り
、
役
場
と
各
防
災

関
係
機
関
は
第
３
種
緊
急
配
備
態

勢
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ
て

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
）を
鳴
動
さ
せ
る
と
と
も
に
、携

帯
３
社
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
よ
り

川
湯
駅
前
地
区
に
避
難
指
示
、
川
湯

温
泉
・
跡
佐
登
地
区
に
は
避
難
準
備

指
示
を
発
令
。併
せ
て
、
川
湯
消
防

団
の
消
防
車
が
避
難
広
報
を
行
い
、

川
湯
駅
前
地
区
の
皆
さ
ん
が
、
硫
黄

山
が
水
蒸
気
噴
火
し
た
場
合
の
一

時
避
難
場
所「
川
湯
駅
前
交
流
セ
ン

タ
ー
」に
順
次
、集
合
し
ま
し
た
。

　

役
場
職
員
、
弟
子
屈
警
察
署
員
、

川
湯
消
防
団
に
よ
る
避
難
者
の
安

否
確
認
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
後
、自
衛

隊
の
輸
送
車
両
に
乗
車
。Ｊ
Ｒ
釧
網

線
沿
い
の
安
全
経
路
を
通
っ
て
、
川

湯
中
学
校
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

避
難
準
備
指
示
を
受
け
た
川
湯

温
泉
街
と
跡
佐
登
自
治
会
の
皆
さ

ん
は
、
自
家
用
車
や
徒
歩
、
役
場
が

手
配
し
た
大
型
バ
ス
で
、
川
湯
中
学

校
へ
自
主
避
難
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
の
川
湯
中
学
校
で
は
、
役

場
職
員
が
避
難
者
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、
弟
子
屈
消

防
署
川
湯
支
署
員
が
、
負
傷
し
た
住

民
の
応
急
救
護（
緊
急
患
者
搬
送
）の

訓
練
を
披
露
。役
場
防
災
担
当
職
員

は
、
硫
黄
山
の
防
災
対
策
に
関
す
る

防
災
講
座
を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
北
海

道
釧
路
支
店
は
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
の
利
用
に
関
す
る
講
座
を
そ
れ

ぞ
れ
行
い
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
炊
き
出
し
訓
練
と
し
て

自
衛
隊
の
炊
事
車
両
で
作
っ
た
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
試
食
。コ
カ
・
コ
ー
ラ

釧
路
事
業
所
中
標
津
販
売
課
か
ら

は
、
災
害
用
自
動
販
売
機
に
よ
る
飲

料
水
の
無
料
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
式
で
、
災
害
対
策
本
部

長
の
德
永
町
長
は「
自
然
災
害
に
対

し
て
人
間
は
非
常
に
も
ろ
く
、
阻
止

す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。災
害

に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
必
要
な
知
識
を
身
に
着
け
、
隣

近
所
が
助
け
合
う『
共
助
』の
精
神
を

養
う
こ
と
が
重
要
。町
で
は
関
係
機

関
と
協
力
し
て
、
今
後
も
訓
練
を
継

続
し
て
い
く
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

①②

③④

⑤⑥⑦

⑧⑨

⑩

⑪

⑫ ①避難者集合・受け付け・安否確認　②自衛隊
車両による被災状況の偵察　③パトカー先
導の下、川湯駅前地区の住民を自衛隊車両で
輸送　④巡回バスによる自主避難者の輸送
⑤消防による患者の応急救護・緊急患者搬送
訓練　⑥災害用自動販売機の実演　⑦火山
防災講座に聴き入る参加者　⑧１７１（災害時
伝言ダイヤル）のデモ体験　⑨自衛隊の炊事車
と炊事班が炊き出し　⑩川湯女性消防団員
らによる配食　⑪訓練終了式　⑫所見を述
べる德永町長

Ｊアラート全国一斉情報伝達訓練

　Ｊアラート（全国瞬時警報システム）による全国一斉情

報伝達訓練が行われます。

▼日時／11月25日㈬　11時ころ

▼ �内容

　�消防の放送設備（拡声器）・役場庁舎の館内放送を通じ

て、次のとおり音声が流れます。

　『�上りチャイム～これはテストです×３回～こちら

は、防災弟子屈町です。…～下りチャイム』

▼お願い

　�今回は情報伝達のみの訓練となりますので、避難など

特別な対応は必要ありません。

　�震度５強以上の地震など、実際に大規模な災害などが

発生したときには、今回の試験放送と同様の音声が流

れます。いざというときに備えて、警報システムの放

送イメージを確認しておいてください。

11月25日


